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個人研究発表・ディスカッションシート 

目的 

1. PREP法に基づいた論理的な聴解力を養う。 

2. 「論破」ではなく、「出力と集約」による建設的なディスカッションを実践する。 

3. 「自己内対話」を通じて、他者の研究を自分の知性として内面化する。 

聴講メモ 

1. 発表者の話を、テキストにあった「PREP法」の構造で整理しながら聴きましょう。 

発表者名： 

研究テーマ： 

【P】結論（結論は何か）： 

【R】理由・根拠（なぜそう言えるのか）： 

【E】具体例・事例（どんな証拠があるか）： 

【P】まとめ（最終的な主張）： 

 

2. グループ・ディスカッション記録（出力と集約） 

班での話し合いの内容をメモします。  

 自分の役割：  □ 司会（リーダー）   □ 書記   □ タイムキーパー  □ メンバー 

 議論のプロセス： 

A) 理解： 全員がテーマを正しく把握できたか？ 

B) 出力： どのような意見やアイデアが出たか？（箇条書きで） 

C) 集約： 議論を経て、どのような「まとめ」や「新たな気づき」に至ったか？ 
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3. 自己内対話リフレクション（学びの内面化） 

丸山眞男の「自己内対話」にならい、今日の議論を自分自身に問い直します。 

 「他在において認識する」： 自分とは違う意見（あるいは興味のなかった分野）について、「もし自分が

その立場だったら」と考えてみましょう。今日の発表や議論を通じて、自分の考えにどのような変化があり

ましたか？ 

 

 今後の課題： 2年生からの専門教育に向けて、さらに深めたい「問い」は何ですか？ 

 

 

4. 相互評価・マナーチェック 

今日の自分とチームを振り返ります（自分にチェックを入れてください）。 

□ 肯定的な表現： ネガティブな言い方を避け、建設的な提案ができた。 

□ 傾聴と協調： 人の発言を妨げず、最後まで誠実な表情で聴いた。 

□ 脱・クラッシャー/サイレンサー： 自分の意見に固執せず、かつ黙り込まずに参加した。 

 

 


